	プレスリリース
	[image: ]


コントロールキャビネットにもっとスペースを
ACOPOS P3のモジュール式冷却システムは、マシンの可用性を向上させます。
ACOPOS P3サーボドライブは、フィードスルー式ヒートシンクまたはコールドプレート冷却の利用が可能になりました。新たな冷却ソリューションは、発熱量の最大60%をコントロールキャビネットの外に放散します。これにより、ファンやエアコンの数を削減または完全に排除できることで、よりコンパクトなキャビネットを使用することが可能となります。結果として、運用コストとメンテナンスコストの削減が見込めます。

この新しいACOPOS P3冷却ソリューションは、あらゆる電力範囲内の様々な軸に適しています。外気を制御盤に取り込むファンやエアコンがなくなることで、そこから吸い込まれる塵埃も大幅に減少します。これにより、エアフィルターの交換など、メンテナンス作業のために機械全体を停止する必要性も減少します。これは、マシンの稼働率が向上することを意味します。
コンパクトなコントロールキャビネット
フィードスルー冷却ではプッシュスルー式ヒートシンクを使うことで、放熱された熱量の最大60%を制御盤の外へ直接放出します。コストのかかる制御盤自体の冷却は必要ありません。このヒートシンクは、IP64の保護等級を備え、規格EN 60529およびUL50 Type12に準拠しています。プッシュスルー式ヒートシンクに搭載されたファンは、IP54の保護等級を備えています。
よりコスト削減に
コールドプレート冷却では、水冷プレートを使用しており、デバイスから発生する熱はその冷却剤を介して実際に放散されます。その結果、コントロールキャビネットに必要なファンや空調制御ユニットの数が大幅に減り、コストを削減することができます。コールドプレートは、マシン自体の冷却回路と連動して動作します。
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ACOPOS P3サーボドライブは、フィードスルー式ヒートシンクまたはコールドプレート冷却を利用できるようになります。これらのオプションにより、コントロールキャビネットをいままで以上にコンパクトに設計できるようになりました。



B&Rについて
B&Rはオーストリアに本社を置くイノベーティブなオートメーションカンパニーで、世界各地に事務所を展開しています。2017年6月6日より、B&RはABBグループの一員となり、ひとつのビジネスユニットを形成しています。産業用オートメーションのグローバルリーダーとして、B&Rは最先端のテクノロジーと先進的なエンジニアリングを組み合わせ、あらゆる産業のお客様に機械・ファクトリーオートメーション、モーションコントロール、HMI、統合型安全技術など、トータルソリューションをお客様に提供しています。OPCUA、POWERLINKやopenSAFETYなどの産業用フィールドバス通信規格、Automation Studioという強力なソフトウェア開発環境によって、B&Rは常にオートメーションエンジニアリングの新たな未来を描いています。よりいっそうの工程簡素化の実現と、お客様の期待を超えたいというイノベーションスピリットに支えられ、B&Rは産業オートメーションの最前線を走り続けています。
より詳細な情報については、www.br-automation.com/ja　をご覧ください。 
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